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ち
な
み
に
「
グ
リ
ー
ン
車
」
の
名
付
け
親
は
、
世
銀
。
料
金
設
定
を
手
伝
う
世
銀
職
員
が
、

 

後
日
新
幹
線
の
融
資
要
請
を
受
け
た
世
銀
は
、
日
本
に
足
り
な
か
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
続
け
、
日
本
か
ら
も
学
ぶ
謙
虚
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。「
新
幹
線
を
造

る
技
術
は
国
鉄
に
あ
っ
た
か
ら
、
世
銀
の
鉄
道
屋
さ
ん
に
教
え
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
」

と
、
叔
父
が
誇
る
。
大
型
事
業
の
評
価
に
使
う
「
コ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
（
費
用
・
効
果
）

分
析
は
、
世
銀
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
後
々
ま
で
大
変
役
に
立
っ
た
」
そ
う
だ
。 

 

こ
の
調
査
は
、
国
鉄
と
日
本
の
未
来
を
憂
う
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
悦
ば
れ
た
。
新
幹
線
反
対

運
動
に
対
応
す
る
「
正
の
楯
」
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
た
だ
ろ
う
。
政
治
的
に
動
か
ぬ
客
観
的

な
分
析
と
、
そ
の
結
論
の
歯
に
衣
を
着
せ
ぬ
世
銀
の
姿
勢
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
こ
と
。 

 

国
鉄
で
新
幹
線
の
仕
事
に
関
わ
っ
た
母
方
の
叔
父
が
「
外
貨
融
資
が
欲
し
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
」
と
、
教
え
て
く
れ
た
。
世
銀
の
付
加
価
値
は
「
世
界
最
先
端
に
あ
る
開
発
事
業
評

価
の
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
っ
た
」
と
、
言
う
。
世
銀
は
、
融
資
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
調
査
依
頼
を

快
く
引
き
受
け
た
。
秀
で
た
調
査
が
報
告
書
に
残
る
。
日
本
列
島
交
通
網
の
未
来
像
を
、
陸
・

海
・
空
と
包
括
的
に
描
き
、
旅
客
専
用
高
速
鉄
道
な
し
に
は
鉄
道
そ
の
も
の
が
斜
陽
化
す
る

だ
ろ
う
と
分
析
。
鉄
道
が
地
形
に
適
す
る
国
は
少
な
い
。
無
駄
に
す
る
な
と
警
告
し
た
。 

 

そ
の
新
幹
線
に
乗
る
た
び
に
、
世
銀
を
誇
ら
し
く
思
い
、
頭
が
下
が
る
。
金
を
貸
し
た
か

ら
で
は
な
い
。
世
銀
の
理
想
像
を
見
る
か
ら
だ
。 

 

生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
気
は
勿
論
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
愛
知
用
水
、
羽
横
線
（
羽
田
空
港
・

横
浜
間
の
高
速
道
路
）
等
、
馴
染
み
深
い
件
数
が
多
い
と
言
う
と
、
必
ず
驚
か
れ
る
。
東
海

道
新
幹
線
も
と
列
ね
た
時
、
学
生
に
「
嘘
！
」
と
言
わ
れ
て
、
吃
驚
し
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

世
界
銀
行
は
、
１
９
５
３
年
か
65
年
ま
で
、
日
本
経
済
の
戦
後
復
興
に
多
額
の
資
金
を
調

達
し
た
。
電
力
部
門
が
多
く
、
関
西
電
力
（
多
奈
川
火
力
、
黒
部
川
第
四
水
力
）
、
九
州
電
力

（
苅
田
火
力
、
新
小
倉
火
力
）
、
中
部
電
力
（
四
日
市
火
力
、
畑
薙
水
力
）
、
北
陸
電
力
（
有

峰
水
力
）
、
電
源
開
発
（
御
母
衣
水
力
、
九
頭
竜
川
水
至
長
野
・
湯
上
発
電
所
）
と
、
ず
ら
り

と
並
ぶ
。 
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新
幹
線
時
代
の
理
想
像
に
叱
ら
れ
た
。「
誰
か
が
動
か
ね
ば
組
織
文
化
は
変
わ
ら
な
い
。
逃

げ
る
な
卑
怯
者
！
」 

 

世
界
各
国
の
事
務
所
に
は
、
国
造
り
の
情
熱
に
燃
え
る
優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
。
し
か
し

「
現
地
採
用
だ
か
ら
」
と
別
扱
い
し
て
、
組
織
の
宝
を
死
な
せ
て
い
た
。
当
時
、
大
問
題
に

な
っ
て
い
た
業
務
の
質
と
融
資
総
額
の
低
下
は
、
当
た
り
前
だ
っ
た
。
そ
ん
な
世
銀
に
幻
滅

し
て
、
転
職
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
。 

 

30
年
の
歳
月
が
、
そ
の
理
想
像
を
風
化
し
た
。
現
地
事
務
所
が
主
導
し
て
本
部
が
包
括
的

な
サ
ポ
ー
ト
に
回
る
べ
き
な
の
に
、
現
実
は
逆
の
縦
割
り
・
中
央
集
権
型
。
事
務
所
は
、
本

部
の
意
志
を
顧
客
に
伝
え
る
郵
便
局
同
様
だ
っ
た
。
権
限
は
皆
無
に
等
し
く
、
い
ち
い
ち
遠

い
ワ
シ
ン
ト
ン
に
「
お
伺
い
」
を
た
て
る
。
仕
事
が
遅
れ
る
。
現
状
に
不
適
切
な
判
断
が
多

く
な
る
。 

 

１
９
９
０
年
７
月
、
日
本
は
、
借
入
総
額
８
億
６
３
０
０
万
㌦
を
完
済
し
た
。
そ
の
日
、

上
司
が
祝
い
の
シ
ャ
ン
ペ
ン
を
抜
い
て
く
れ
た
時
、
ふ
と
新
幹
線
の
昔
を
顧
み
て
、
ハ
ッ
と

し
た
。
夢
み
る
世
銀
の
理
想
像
は
、
夢
で
は
な
い
。
確
か
に
現
実
だ
っ
た
の
だ
…
。 

 

新
幹
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
世
銀
は
こ
の
本
命
を
見
事
に
果
た
し
た
。
金
融
業
は
も
と
よ

り
、
全
て
の
国
際
企
業
に
あ
て
は
ま
る
理
想
像
だ
と
考
え
る
。 

 

世
銀
の
本
命
は
、
金
よ
り
知
識
の
提
供
だ
。
持
続
性
が
高
い
事
業
は
、
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ

ー
バ
ル
の
両
知
識
が
融
合
し
て
こ
そ
生
ま
れ
る
。
現
場
の
知
識
が
主
導
し
て
、
国
際
知
識
が

支
援
に
ま
わ
り
、
顧
客
の
目
線
に
世
界
的
な
価
値
を
加
え
る
。
そ
の
結
果
、
借
金
が
い
る
な

ら
よ
し
。
い
ら
な
け
れ
ば
更
に
よ
し
。
「
金
貸
し
」
に
執
着
す
る
銀
行
は
、
い
つ
か
潰
れ
る
。

良
い
仕
事
を
続
け
れ
ば
融
資
要
請
は
探
さ
ず
と
も
出
て
来
る
。 

「
１
等
車
」
は
身
分
階
級
を
匂
わ
す
と
嫌
う
国
鉄
チ
ー
ム
の
民
主
精
神
に
感
激
し
、
考
え
た

ら
し
い
。 
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